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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第1回法人研修について
日時：Ｈ28年6月6日(月)、6月7日(火)　17:30～18:30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール　テーマ：接遇について(家族・電話対応)

講師：接遇向上委員会委員長　田端　公子

各自、当日の出欠予定の記入をすること。また、今回の研修の後にビデオ研修を実施する為、当日参加できない方はビデオ研修へ参加すること。

日時：6月8日(水)　6月9日（木）　17：30～18：30

場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール

・第1回昇格試験について

日程：5月31日（火）～6月2日(木)　3日間

場所：メンタルケア病棟3階会議室　時間：17：30～18：30（60分）

申込期限：5月23日（月）～5月27日（金）PM17：00まで

試験対象：中級試験受験資格者　

対象者は受験日程を確認し、申し込みを行うこと。

・落し物について

5月24日（火）青山荘から青春の間の道路にて、黒い薄手のセーターの衣類の落し物があり。職員だけでなく、患者様や利用者様から問い合わせがあったら、庶務まで連絡すること。

・職員第一駐車場で不審者の情報がある。施錠に気をつけ、車内に貴重品は置かないようにすること。

・本日プログラムテキストの提出期限となっている。印刷をして各担当者（馬場、石渡、工藤）に提出するように。

・5/31（火）までに各担当利用者様分の生年月日を所定のフォルダに入力し、入力をし終えたら小嶋まで報告をすること。

・6/1（水）八戸短期大学の看護学生が5名実習予定。

・6/2（木）千葉学園の看護学生が6名実習予定。

・月報は6/2（木）17：00まで提出すること。

＜利用者様情報＞

・北村　奈美　様～表情良く来所しており、他利用者やスタッフに笑顔で挨拶している。来所できたことを評価すると「今日は是非出たいプログラムがあってね、頑張ってきた」とのこと。プログラムに積極的に参加しており、分からないことある際には、終了後スタッフに確認している。利用出来る日を増やして行きたいと話している為、継続して来所できる方法を本人と検討し、実践を促すことで、来所日を増加できるよう関わっていく。

・稲垣　フキ　様～青風荘より、血圧が165/92mmHgと高値であり、眠気の訴えが聞かれていたとの情報提供あり。デイナイトケアでは血圧145/74mmHgで不調の訴えはない。昼食は全量摂取出来ている。体調不良の有無を確認し、適時介入していく。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供あり、昨日不安げな表情で「ズボンや割烹着をしまってもでてくる」との訴えが聞かれており、スタッフから状況を確認しようとするが、聞き取りづらい声で話し詳細は不明との情報提供あり。デイナイトケアでは、スタッフとウォーキングをしている際、5周歩いた時点で椅子に座り、脹脛をさすっている。スタッフから本人に状況を確認すると、「神様がこうやるんだよ」「おっかないんだよ」と神様に関連する発言が聞かれている。神様に関連する発言の有無や身体状況の確認を継続して行っていく。

・中村　茂　様　～グループホーム世話人より情報提供あり。本日室岡整形外科を受診しており、筋力など下肢に異常はないと診断。そのことについて本人納得していない様子があり、筋力増強の為のパンフレットを貰ったとのこと。今後継続してパンフレットに記載されている運動を行う為、パンフレットのコピーをデイナイトケアでももらい、同様の運動を促していく事としている。

・八木橋　牧雄様～14：11本人より架電あり、母や兄夫婦に謝りに行く為、ナイトケアを欠席したいとのこと。理由として誠意を見せる為と話しており、担当医やSWと必ずナイトケアに出席する約束について確認すると「まずは誠意を見せる為に直接誤りに行きたいから申し訳ないけど…」と話している。主治医との約束を守ることも誠意を見せる方法の一つであること伝えると「あなたに私の気持ちが分かるんですか？」と返答。日を改めて行くこと出来ないか確認すると「もういいです、今日は休みます」と答えている。せめて行き先にて再度電話をすること出来ないか確認すると「それは分かりません」とのこと。明日は来所するか聞くと「どうせ、明日は幸房あるから行きますよ」と話している。その後、担当スタッフから本人へ再度状況を確認する為に電話連絡をするが、電話には出ず、自宅訪問をするが、本人が出ることは無い。来所時には抗酒剤の服用等、退院時に確認した内容の振り返りを行い、ナイトケアに継続して通所できるよう関わっていく。

＜外来情報＞

・森　美智男　様～昔の飲み仲間と会って、みんな飲めなくなっていたので男3人でドライブに行って来たと表情良く報告している。

・吉田　富秋　様～「ヤクザに金を取られた」「千葉に行く」という妄想めいた発言が聞かれている。担当医は状態が悪くなるときのサインと考えているとのこと。

・鈴木　惇浩　様～就労を希望しハローワークに行っているが、中々決まらない為、デイケアでの支援を希望している。

・山田　隆雄　様～以前より処方を2週間から4週間に変更して欲しいとの希望が聞かれており、本日も同様の希望がある。担当医より2週間処方である理由を説明するが、4週間処方にして欲しいとの希望がある為、青風荘に支障が無いか確認し、4週間処方にするか検討していく。

・小野寺　ノリ様～夜間の失禁が続いているとの報告がある。

・大下　良悦　様～「お金足りてます」「やりくりできてます」と自身で担当医へ報告している。

